


1953年に永久凍土の上に形成された

北極圏の北緯69度20分に位置している

世界最北のまちのひとつ

ノリリスクの概要

タイミル半島にあり人口は183,000人

ノリリスク産業大学は、タイミル唯一かつ

ロシア最北の大学

1年を通して利用可能なアクセス手段は飛行機のみ

夏期は、エニセイ川沿いに水路も利用できる

面積：

タイミル半島 400,000平方キロメートル

ノリリスク市 4,500平方キロメートル

観光・レクリエーションクラスター「アーク

ティック」



気候の特徴

１年の３分の２は平均気温が０度を

下回る

年間平均気温は-11度

最低気温の記録は-52.3度

ひと冬の積雪量は平均

200万トンにのぼり、

これは住民一人当たり10

トンにあたる



宿泊施設

ホテル3棟（計327室）

さらに3棟のホテルを建設予定



会議会場

ノリリスク・パレス・オブ・カルチャー

691.4平方メートルのホールを有し、600

人を収容できる

近代的なテクノロジーを備えており、最高

レベルのイベントを提供



文化・娯楽施設

世界最北のウォーターパーク

ショッピングとエンターテイメントの近代的

複合施設

ウラジーミル・マヤコフスキーにちなんで名付

けられたポーラー・ドラマ劇場

美術館

アートギャラリー

スキー場



北部に伝わる郷土料理

ハーブティーと飲み物

コケモモ、クラウドベリー（ホロムイイチゴ）、ブルー

ベリーなど北部産のベリーを使ったヘルシーなデザート

トナカイ肉の料理

ムクスン、チル、ホワイトフィッシュ、ネルマなど北部

の魚を使った料理



先端産業

ノリリスクニッケル社は、ノリリスク市を

支える企業

高品質なニッケル・パラジウム生産で世界

No.1

市のゲストは採掘や冶金について知ることが

できる



年間観光イベント

4月：エニセイ川のアイス・フィッシング・

フェスティバル

7月：北部グルメフェスティバル

11月：ビッグアルギッシュ・フェスティバル



豊かな自然

プトラナ台地

氷瀑

オーロラ

多数の湖と滝

ユニークな動植物



ユニークな
アニマル・ワールド

このユニークな土地では、オコジョ、クズ

リ、クロテン、ホッキョクギツネ、ホッ

キョクグマ、トナカイ、ビッグホーン、

ジャコウウシといった動物たちがのびのび

と暮らしています。



先住民族の文化

タイミルの5つの先住民族：

ドルガン、ネネツ、ガナサン、エヴェンキ、エネツ



住宅のリノベーション

既存の基盤の上に低層ビルを建設 50棟

高層住宅 47棟

改善と歴史的価値の維持のための住宅建築物の建

替え 3棟

総額 10億米ドル



北極圏永久凍土
研究所

永久凍土に建てられたビルや構造物（土壌の状

態により住居ビルの33％が特別管理下にある）

の保護や運営にかかるもっとも複雑な問題の解

決と新建材や先端技術の利用



社会インフラの発展

新たなスポーツ施設の建設

幼稚園・学校の建設と改築




